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Q09b オリオン巨大分子雲の ISF上のガス/ダスト比
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遠赤外線気球望遠鏡 FIRBEを用い、オリオン巨大分子雲を 3分角の空間分解能でマッピング観測した結果、オ
リオン KL星雲を中心とした南北方向に 1.5度角 (=12pc) に亘って広がるフィラメント状の 155µm 遠赤外線輻
射が検出された (2003年度秋季年会 Q11a)。155µm強度と IRAS100µm強度を比較しダストの柱密度を求めたと
ころ、このフィラメント成分に沿う濃いダスト分布構造が明らかなった。この空間分布構造は CO分子などの観
測で発見されている濃いフィラメント状の分子雲の塊である ISF(Integral-Shaped Filament)と空間的によく一致
する。我々はNagahama et al. (1998) らのNANTENによる 13CO分子の観測値から見積もったガス質量と、熱
平衡単一温度ダストモデルを適用することで求めたダスト質量を比較することで、ISF上のガス/ダスト比を求め
た。星生成が活発な比較的高温 (ダスト温度 ≥ 20K)のオリオン領域周辺では、銀河面の平均値 (160 ± 60)とコ
ンシステントな値 100～200であったが、ISF南部の平均ダスト温度～16Kの低温ダスト領域では 30～100とい
う低い値を示した。これは (1)高温ダストの熱輻射成分を考慮に入れていないためダスト量を過見積りした、(2)
ダストの表層に CO分子が吸着しガスの見積り値が減少した、及び (3)両方の寄与、が考えられる。
本公演ではさらに高温ダスト成分を計算に入れることで、遠赤外線連続光を 2温度成分で表し、(1)の可能性が
どれほど寄与しているかを求め、議論を展開する。


